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１ 病院事業の業務状況

滋賀県病院事業では、高度専門医療を提供し、県民の健康増進と保健福祉の向上を図るため、次の３セン

ターを運営しています。

病 院 名 診 療 開 始 診療科 病 床 数 建物延面積

成 人 病 セ ン タ ー 昭和 51 年 4 月 26 科 541 床 72,016.09 ㎡

小児保健医療センター 昭和 63 年 4 月 9 科 100 床 9,444.42 ㎡

精 神 医 療 セ ン タ ー 平成 4 年 9 月 3 科 100 床 8,151.09 ㎡

○患者の利用状況

平成 23 年度における県立 3 センターの利用実績（患者延数）は、入院が 204,740 人、外来が

273,628人で、前年度に比べて、入院は9,516人の増加、外来は3,425人の増加となりました。

なお、各センターの近年の利用状況は、次のとおりです。

●患者数 （単位 人）

区 分
平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

成 人 病

セ ン タ ー

入 患者延数 66,338 69,036 68,999 72,090 75,579 75,148

院 1 日平均 362.5 379.3 377.0 396.1 413.0 410.6

外 患者延数 98,636 99,367 101,533 100,671 104,569 102,349

来 1 日平均 801.9 835.0 818.8 846.0 843.3 852.9

小児保健医療

セ ン タ ー

入 患者延数 12,970 13,014 13,411 12,819 12,527 12,640

院 1 日平均 70.9 71.5 73.3 70.4 68.5 69.1

外 患者延数 21,425 21,711 22,715 21,500 21,618 21,096

来 1 日平均 174.2 182.4 183.2 180.7 174.3 175.8

精 神 医 療

セ ン タ ー

入 患者延数 14,190 14,311 14,208 13,697 14,880 13,966

院 1 日平均 77.5 78.6 77.6 75.3 81.3 76.3

外 患者延数 12,718 11,903 11,905 11,879 12,168 11,828

来 1 日平均 103.4 100.0 96.0 99.8 98.1 98.6

合 計

入 患者延数 93,498 96,361 96,618 98,606 102,986 101,754

院 1 日平均 510.9 529.5 528.0 541.8 562.8 556.0

外 患者延数 132,779 132,981 136,153 134,050 138,355 135,273

来 1 日平均 1,079.5 1,117.5 1,098.0 1,126.5 1,115.8 1,127.3

○建設改良の状況

成人病センターで改築工事の基本設計に着手するとともに、精神医療センターで医療観察病棟の整備を

引き続き進めました。また、医療の高度化に対応するため、県立３センターで引き続き医療機器の整備等

を行いました。なお、医療観察病棟の工事については、平成24年度に繰り越しています。

Ⅲ 公営企業の業務状況

(1) 事業の概要
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○予算の補正の状況

平成24年２月県議会定例会において、入院収益の減少等により、事業収益を417,614千円減額し、

給与費の増加等により、事業費用を5,715千円増額補正しました。また、資本的収入を383,357千円、

資本的支出を339,587千円それぞれ減額補正しました。

○平成23年度予算の執行状況

平成23年4月1日から平成24年3月31日までの予算の執行状況は次表のとおりです。

●収益的収入および支出 （単位 千円）

科 目 当初予算額
前年度からの繰越

( 財 源 充 当 ) 額
補正予算額 予算現額(A) 執行額(B)

(B)/(A)

％

病 院 事 業 収 益 18,756,000 － △ 417,614 18,338,386 18,305,734 99.8

医 業 収 益 16,193,455 － △ 563,077 15,630,378 15,597,957 99.8

医 業 外 収 益 2,353,145 － 127,200 2,480,345 2,479,683 100.0

附帯事業収益 209,400 － 18,263 227,663 228,094 100.2

病 院 事 業 費 用 18,568,000 － 5,715 18,573,715 18,479,864 99.5

医 業 費 用 17,694,311 － 18,688 17,712,999 17,619,879 99.5

医 業 外 費 用 664,289 － △ 32,537 631,752 631,587 100.0

附帯事業費用 209,400 － 18,263 227,663 227,182 99.8

特 別 損 失 － － 1,301 1,301 1,216 93.5

●資本的収入および支出 （単位 千円）

科 目 当初予算額
前年度からの繰越

( 財 源 充 当 ) 額
補正予算額 予算現額(A) 執行額(B)

(B)/(A)

％

資 本 的 収 入 1,601,000 － △ 383,357 1,217,643 1,113,577 91.5

企 業 債 500,400 － △ 14,100 486,300 454,700 93.5

補 助 金 416,981 － △ 282,978 134,003 61,537 45.9

負 担 金 683,619 － △ 86,279 597,340 597,340 100.0

資 本 的 支 出 2,775,000 － △ 339,587 2,435,413 2,332,383 95.8

建 設 改 良 費 1,057,199 － △ 341,185 716,014 612,986 85.6

企 業 債 償 還 金 1,717,801 － 1,598 1,719,399 1,719,397 100.0

（注） 資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、損益勘定留保資金等で補塡しました。

○企業債の状況

平成24年3月31日現在の企業債の現在高は、20,902,255千円です。

○決算の状況

①損益収支

事業収益は、患者数の増加による医業収益の増加等により対前年度比5.1％増加の18,280,527千

円となりました。一方、事業費用は、給与費の増による医業費用の増加等により対前年度比4.4％増加

の18,454,677 千円となりました。この結果、当年度純損失は、前年度より116,036 千円減少し、

174,150千円となりました。

(2) 経理の状況
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②財務状況

平成 23 年度末の総資産は、減価償却による有形固定資産の減少等により、前年度より 832,456

千円（2.2％）減少して37,059,844千円となりました。これに対して負債は未払金の減少等により

58,887 千円（2.5％）減少して 2,276,177 千円と、資本は企業債の償還等により 773,569 千円

（2.2％）減少し34,783,667千円となりました。

●比較損益計算書 （単位 千円）

科 目 平成 23 年度(A) 平成 22 年度(B)
比 較 増 減

(A)－(B) (A)/(B) ％

事 業 収 益 18,280,527 17,394,957 885,570 105.1

医 業 収 益 15,584,668 14,844,098 740,570 105.0

医 業 外 収 益 2,467,826 2,349,704 118,122 105.0

附 帯 事 業 収 益 228,033 201,155 26,878 113.4

事 業 費 用 18,454,677 17,685,143 769,534 104.4

医 業 費 用 17,455,317 16,707,520 747,797 104.5

医 業 外 費 用 770,949 763,103 7,846 101.0

附 帯 事 業 費 用 227,195 202,211 24,984 112.4

特 別 損 失 1,216 12,309 △ 11,093 9.9

当年度純利益(△は損失) △ 174,150 △ 290,186 116,036 60.0

●比較貸借対照表 （単位 千円）

資 産 の 部 負債および資本の部

科 目 平成 23 年度 平成 22 年度 比較増減 科 目 平成 23 年度 平成 22 年度 比較増減

固定資産 28,704,717 29,831,378 △1,126,661 固定負債 70,000 62,000 8,000

流動資産 7,742,111 7,391,937 350,174 流動負債 2,206,177 2,273,064 △ 66,887

繰延勘定 613,016 668,985 △ 55,969 負債合計 2,276,177 2,335,064 △ 58,887

資 本 金 37,317,346 38,582,044 △1,264,698

剰 余 金 △2,533,679 △3,024,808 491,129

資本合計 34,783,667 35,557,236 △ 773,569

合 計 37,059,844 37,892,300 △ 832,456 合 計 37,059,844 37,892,300 △ 832,456

県立病院では、平成18年度に地方公営企業法を全部適用し、病院事業管理者として病院事業庁長を設置

し、平成21年3月に策定した「第二次滋賀県立病院中期計画」に基づき経営改善を進め、全体として計画

に沿って順調に推移してきました。しかしながら、全国的な医師、看護師不足の影響等から、依然として厳

しい経営状況となっています。こうした中で、平成24年度は、平成24年3月に策定した「第三次滋賀県

立病院中期計画」の新たな目標の達成に向けて取り組みを着実に実施し、引き続き経営改善を進め、安定的

な経営基盤を構築するとともに、質の高い医療サービスを提供していきます。

(3) 平成24年度の事業および予算の概要
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成人病センターでは、疾病構造の変化や多様化する医療ニーズに的確に対応するため、改築工事の実施設

計に着手し、将来を見据えた病院機能の再構築を進めます。また、がん・心臓血管疾患・脳神経疾患の３大

疾病および糖尿病に関する機能を一層充実強化し、特に、がん対策については、都道府県がん診療連携拠点

病院として県内のがん診療連携の推進など、県全体のがん医療の向上を図ります。さらに、病・病・診・在

宅連携の構築に取り組むとともにICTを利用したリハビリテーションシステムを構築します。併せて、医療

専門職の人材育成に努めるとともに、県全域を対象とする病理・画像遠隔診断体制の整備などを進めます。

小児保健医療センターでは、一般病院では対応が困難な障害児医療、小児慢性・難治性疾患を中心に地域

医療機関との連携を図りながら、高度専門的かつ包括医療を提供するとともに、保健所や訪問看護ステーシ

ョンとの連携により、在宅療養の支援体制を構築するなど診療体制の充実・強化を図ります。また、県内の

母子保健の中核的支援拠点として、小児保健サービスの拠点機能の充実を図るとともに、多様化する県民ニ

ーズに適切に対応するため、将来を見据えた病院機能のあり方を検討します。

精神医療センターでは、県民の精神医療を担う中核施設として、思春期精神障害、アルコール・薬物の中

毒性精神障害等の専門治療のほか、精神保健福祉センターとも連携し、自殺予防対策のための啓発などにも

取り組むとともに、各地域の医療機関や市町との密接な連携のもと長期入院患者の退院促進を図るため業務

体制の見直しを行い、地域移行支援により積極的に取り組みます。また、引き続き医療観察病棟の整備と併

せて、病棟開設に向けた各種マニュアルの作成や職員研修などの準備を進めます。

○平成24年度当初予算の概要

●収益的収入および支出 （単位 千円）

款 項 金 額
左 の 内 訳

成人病センター 小児保健医療ｾﾝﾀｰ 精神医療センター 経営管理課

病院事業収益 19,202,000 14,711,800 2,701,600 1,715,900 72,700

医 業 収 益 16,345,426 13,230,609 2,144,367 899,947 70,503

医 業 外 収 益 2,650,674 1,481,191 351,333 815,953 2,197

附帯事業収益 205,900 － 205,900 － －

病院事業費用 19,113,000 14,653,900 2,676,300 1,710,100 72,700

医 業 費 用 18,285,596 14,129,899 2,427,975 1,655,022 72,700

医 業 外 費 用 621,504 524,001 42,425 55,078 －

附帯事業費用 205,900 － 205,900 － －

●資本的収入および支出 （単位 千円）

款 項 金 額
左 の 内 訳

成人病センター 小児保健医療ｾﾝﾀｰ 精神医療センター 経営管理課

資 本 的 収 入 2,501,000 1,356,100 182,100 962,800 －

企 業 債 916,100 811,800 70,500 33,800 －

補 助 金 918,366 21,569 － 896,797 －

負 担 金 666,534 522,731 111,600 32,203 －

資 本 的 支 出 3,623,000 2,198,400 341,800 1,082,800 －

建 設 改 良 費 1,913,331 897,879 73,635 941,817 －

企業債償還金 1,709,669 1,300,521 268,165 140,983 －

（注） 資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、損益勘定留保資金等で補塡します。


